
中
　

川
　

重
　

春
男
鹿
が
生
ん
だ
英
傑

人

生

の

要

諦

は

一

期

一

会

に

中
川
重
春
は
大
正
・
昭
和
前
期
、
豊
富
な
人
脈
と
情
報
を
武
器
に
、
そ
し
て
持
ち
前
の
馬
力
と
才
覚
で
実
業
と
政
治

の
桧
舞
台
へ
の
階
段
を
逞
し
く
駆
け
上
が
っ
て
い
っ
た
一
代
の
英
傑
で
あ
る
。



具
体
的
に
は
船
川
港
を
拠
点
と
し
て
、
わ
ず
か
二
六
歳
、
裸
一
貫
か
ら
船
川
電
気
を
興
し
、
次
い
で
中
川
合
資
会
社
、

中
川
汽
船
、
中
川
運
輸
、
秋
田
港
湾
運
送
…
と
事
業
を
拡
大
し
、
東
北
の
海
陸
運
業
界
に
君
臨
し
た
。
そ
の
一
方
で
政

界
に
も
進
出
す
る
。
秋
田
県
会
議
員
二
期
、
衆
議
院
議
員
を
連
続
四
期
、
逓
信
政
務
次
官
…
と
活
躍
し
、
晩
年
は
初
代

男
鹿
市
長
と
し
て
今
日
の
男
鹿
半
島
を
拓
い
た
。

重
春
は
一
見
、
豪
放
磊
落
の
よ
う
で
い
て
、
実
は
繊
細
巧
緻
。
何
よ
り
も
一
期
一
会
を
大
事
に
し
、
多
生
の
縁
に
研

き
を
か
け
た
。
そ
の
結
果
、
い
つ
の
間
に
か
広
範
強
大
な
人
脈
網
が
形
成
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
莫
大
な
利
息
（
情

報
や
資
金
な
ど
）
が
重
春
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
実
業
や
政
治
上
の
難
関
を
切
り
開
く
重
要
な
鍵
と
な
っ
た
。
実
業
界

進
出
の
初
陣
と
な
っ
た
船
川
電
気
の
創
業
が
、
絶
望
の
渕
か
ら
蘇
生
で
き
た
の
も
一
期
一
会
の
絆
（
友
情
）
が
も
た
ら

し
て
く
れ
た
ウ
ル
ト
ラ
Ｃ
で
あ
っ
た
し
、
太
平
洋
戦
争
真
っ
た
だ
中
の
昭
和
十
七
年
四
月
の
〝
翼
賛
総
選
挙
”
で
、
非

推
薦
な
が
ら
み
ご
と
衆
院
選
連
続
三
選
を
果
た
し
た
の
も
、
彼
の
温
か
い
人
間
性
と
侠
気
を
知
る
数
多
県
民
の
同
志
的

な
支
持
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
の
奇
跡
だ
っ
た
。

今
、
思
う
に
中
川
汽
船
が
太
平
洋
戦
争
の
徴
用
で
持
ち
船
の
大
半
を
失
わ
な
か
っ
た
ら
、
船
川
港
の
今
日
も
、
男
鹿

半
島
の
今
日
も
、
も
っ
と
違
っ
た
展
開
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
っ
と
も
、
歴
史
に
「
も
し
…
」
は
な
い

が
。彼

の
死
は
昭
和
三
十
八
年
十
一
月
五
日
夜
、
東
京
・
神
田
の
同
和
病
院
で
の
こ
と
。
脳
軟
化
症
。
享
年
七
三
。
そ
の

豪
快
で
闊
達
な
生
涯
を
通
観
す
る
と
き
、
「
重
春
の
前
に
重
春
な
し
。
重
春
の
後
に
重
春
な
し
」
の
深
い
感
慨
を
禁
じ

得
な
い
。
ま
こ
と
に
「
宝
積
の
人
」
（
人
に
尽
く
し
て
報
い
を
求
め
な
い
人
）
だ
っ
た
の
で
あ
る
。



祖

父

の

代

に

久

保

田

か

ら

移

住

中
川
重
春
は
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
六
月
十
六
日
、
南
秋
田
郡
船
川
港
町
比
詰
字
羽
立
三
〇
（
現
男
鹿
市
）

で
文
之
助
・
ト
ヨ
の
長
男
に
生
ま
れ
た
。
三
男
五
女
の
二
番
目
で
、
幼
名
は
順
吉
（
大
正
二
年
、
重
春
と
改
名
）
。
弟

に
元
県
議
会
議
員
渡
部
重
秋
、
元
秋
田
ト
ヨ
タ
社
長
中
川
重
利
が
お
り
、
元
男
鹿
市
長
吉
田
金
忠
は
妹
サ
ト
の
子
供
で

あ
る
（
戸
籍
関
係
資
料
に
よ
る
）
。

中
川
家
は
生
粋
の
「
男
鹿
人
」
で
は
な
い
。
家
伝
に
よ
れ
ば
、
遠
祖
は
丹
波
国
馬
路
村
（
現
京
都
府
亀
岡
市
）
の
中

川
家
で
、
後
の
久
保
田
藩
主
佐
竹
氏
と
は
古
く
か
ら
親
交
が
あ
っ
た
。
関
ヶ
原
戦
後
、
佐
竹
氏
の
秋
田
入
部
に
従
っ
て

移
っ
て
き
た
と
い
う
。

中
川
家
の
累
代
当
主
が
久
保
田
藩
で
、
ど
の
程
度
の
地
位
に
あ
っ
た
の
か
、
資
料
は
な
い
。
但
し
累
代
の
名
が
戸
籍

上
明
白
な
の
は
、
重
春
の
曽
祖
父
中
川
文
蔵
か
ら
で
、
文
蔵
の
身
分
は
「
四
人
扶
持
・
銀
百
目
」
と
『
久
保
田
藩
給
録

調
』
（
安
政
三
年
）
に
あ
る
。
一
人
扶
持
は
一
日
玄
米
五
合
（
Ｏ
・
７
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
だ
か
ら
、
四
人
扶
持
で
は
二

升
（
３
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
。
つ
ま
り
足
軽
級
で
、
住
居
は
秋
田
手
形
西
新
町
だ
っ
た
。

こ
の
文
蔵
の
養
子
順
治
（
天
保
元
―
明
治
二
十
七
年
六
四
歳
没
）
の
代
に
な
っ
て
明
治
維
新
を
迎
え
、
中
川
家
は
武

士
を
失
業
し
た
。
だ
が
、
順
治
は
当
時
の
秋
田
県
庁
に
太
い
パ
イ
プ
を
持
っ
て
い
た
有
能
の
士
。
た
ま
た
ま
比
詰
村
羽

立
（
現
男
鹿
市
）
の
人
た
ち
に
頼
ま
れ
て
明
治
六
年
、
入
会
漁
業
権
を
取
得
し
て
や
っ
た
。



感
激
し
た
羽
立
の
人
び
と
は
集
落
の
三
吉
神
社
境
内
に
順
治
の
顕
彰
碑
を
建
立
す
る
と
と
も
に
、
中
川
一
家
の
羽
立

移
住
運
動
を
始
め
た
。
当
世
で
言
え
ば
、
企
業
誘
致
な
ら
ぬ
人
材
誘
致
で
あ
る
。
村
民
の
願
い
は
明
治
十
三
年
に
至
っ

て
、
つ
い
に
実
っ
た
。

羽
立
で
中
川
家
が
始
め
た
の
は
、
呉
服
商
と
宿
屋
だ
っ
た
。
当
時
、
秋
田
の
玄
関
港
は
土
崎
で
、
羽
立
か
ら
指
呼
の

間
に
位
置
す
る
舟
川
港
は
緊
急
避
難
港
の
域
を
出
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
将
来
性
に
賭
け
た
順
治
の
思
惑
は
み
ご
と

に
当
た
り
、
そ
れ
で
得
た
財
を
基
に
順
治
の
長
男
文
之
助
（
慶
応
元
―
大
正
十
五
年
六
〇
歳
没
）
は
土
木
請
負
業
、
製

材
業
、
造
船
業
、
港
湾
荷
役
回
漕
業
な
ど
を
次
々
に
興
し
、
い
ず
れ
も
順
風
満
帆
。
そ
ん
な
飛
ぶ
鳥
も
落
と
す
よ
う
な

勢
い
の
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
、
こ
の
世
に
出
て
き
た
の
が
重
春
だ
っ
た
。

〝
自
転
車
ド
ロ
”
で
退
学
処
分

重
春
が
入
学
し
た
の
は
、
地
元
の
比
詰
尋
常
小
学
校
（
現
船
川
第
二
小
）
で
あ
る
。
だ
が
、
卒
業
生
台
帳
に
順
吉
（
重

春
）
の
名
は
な
い
。
途
中
で
船
川
小
（
現
船
川
第
一
小
）
に
移
り
、
一
年
ほ
ど
通
っ
た
後
、
秋
田
市
明
徳
尋
常
高
等
小

学
校
へ
転
校
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
当
時
は
田
舎
と
都
市
の
学
校
差
が
歴
然
と
し
て
い
て
、
上
の
学
校
を
目
指
す
資

産
家
の
子
弟
ほ
ど
尋
常
科
の
中
途
で
都
市
の
小
学
校
に
転
校
さ
せ
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
重
春
の
場
合
も
例
外
で
は

な
か
っ
た
わ
け
で
、
や
が
て
親
の
願
い
通
り
秋
田
中
学
校
へ
進
む
。

俗
に
〝
栴
檀
は
双
葉
よ
り
芳
し
”
と
い
う
。
重
春
も
幼
少
の
頃
か
ら
ス
ケ
ー
ル
の
並
外
れ
て
大
き
な
男
だ
っ
た
。
次



の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

明
治
三
十
九
年
三
月
二
十
六
日
、
雪
も
解
け
て
、
春
ら
し
い
気
分
が
広
が
っ
て
い
た
。
こ
の
日
、
秋
田
市
の
天
徳
寺

で
、
日
露
戦
争
の
秋
田
中
学
戦
没
Ｏ
Ｂ
ら
八
人
の
追
悼
会
が
行
わ
れ
、
全
校
生
徒
が
参
列
し
た
。

だ
が
、
重
春
は
長
い
弔
辞
や
読
経
に
退
屈
し
、
小
用
が
て
ら
席
を
抜
け
て
境
内
に
出
、
外
気
を
胸
い
っ
ぱ
い
吸
い
込

ん
だ
。
そ
の
時
、
目
の
前
に
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
自
転
車
が
ピ
カ
ピ
カ
光
っ
て
い
た
。
無
性
に
乗
り
た
く
な
っ
て
、

ち
ょ
い
と
拝
借
し
た
。

乗
り
回
し
て
い
る
う
ち
、
気
宇
壮
大
に
な
り
、
ま
る
で
春
風
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
ま
ま
生
家
の
あ
る
羽
立
ま

で
ペ
ダ
ル
を
踏
み
続
け
て
し
ま
っ
た
。

一
方
、
天
徳
寺
で
は
「
来
賓
の
自
転
車
が
盗
ま
れ
た
」
と
テ
ン
ヤ
ワ
ン
ヤ
の
大
騒
ぎ
。
八
方
手
を
尽
く
し
て
調
べ
た

結
果
、
重
春
の
仕
業
と
分
か
っ
た
。

重
春
に
は
泥
棒
と
い
う
罪
の
意
識
は
ま
る
で
な
く
、
あ
く
ま
で
い
た
ず
ら
の
範
囲
内
の
こ
と
。
と
は
い
え
、
秋
田
―

羽
立
間
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
乗
っ
て
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
学
校
側
と
し
て
も
停
学
処
分
で
は
抑
さ
え
切
れ
な

か
っ
た
。
か
く
し
て
、
重
春
は
四
年
生
へ
の
進
級
を
目
前
に
退
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
（
金
沢
勉
著
『
秋
高
青
春
史
・

伝
統
は
生
き
て
い
る
』
に
よ
る
）
。

早

大

も

中

退

、

樺

太

庁

へ



当
時
の
中
学
生
た
ち
は
、
退
学
を
〝
男
の
勲
章
〟
と
み
る
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。
重
春
も
な
ん
ら
悪
び
れ
る
こ
と
な
く

上
京
、
早
稲
田
中
学
編
入
―
早
稲
田
大
学
専
門
部
政
経
科
入
学
の
コ
ー
ス
を
た
ど
る
。

だ
が
、
生
来
箍
が
外
れ
た
よ
う
な
奔
放
な
性
格
だ
か
ら
、
学
業
よ
り
も
〝
社
会
学
”
に
精
進
し
た
よ
う
。
そ
れ
を
知
っ

た
激
情
爆
発
型
の
父
文
之
助
は
、
直
ち
に
学
資
を
絶
っ
た
。

こ
の
結
果
、
重
春
は
止
む
な
く
中
退
し
、
帰
郷
し
た
。
だ
が
、
毎
日
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
い
る
だ
け
の
息
子
を
見
て
、
怒

り
心
頭
の
文
之
助
は
明
治
四
十
四
年
九
月
、
重
春
を
現
サ
ハ
リ
ン
の
樺
太
庁
に
〝
追
放
”
し
た
。

当
時
、
中
川
宗
家
の
直
系
当
主
・
中
川
小
十
郎
が
樺
太
庁
第
一
部
長
の
要
職
に
あ
り
、
そ
の
縁
故
に
託
し
た
わ
け
で

あ
る
。
そ
の
際
、
文
之
助
が
小
十
郎
（
後
に
台
湾
銀
行
頭
取
、
立
命
館
大
学
創
立
者
・
総
長
な
ど
。
昭
和
十
九
年
七
八

歳
没
）
に
あ
て
た
手
紙
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
っ
た
。

「

伜

重
春
こ
と
、
到
底
小
生
の
手
に
負
え
ざ
る
代
物
に
つ
き
、
北
海
の
寒
風
に
あ
て
て
、
真
人
間
に
成
し
く
だ
さ

れ
た
く
候
」

た
と
え
、
へ
り
く
だ
っ
た
表
現
と
し
て
も
「
手
に
負
え
ざ
る
代
物
」
と
書
く
と
は
、
こ
の
父
親
も
相
当
の
代
物
で
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。

危

機

を

救

っ

て

く

れ

た

友

情

重
春
の
樺
太
庁
嘱
託
生
活
（
木
材
干
溜
工
場
勤
務
）
は
、
大
正
元
年
十
二
月
ま
で
の
一
年
四
ヵ
月
。
中
川
小
十
郎
が



台
湾
銀
行
副
頭
取
に
転
出
し
た
の
に
伴
っ
て
退
職
し
た
。
と
は
い
え
、
最
大
の
樺
太
土
産
は
、
後
の
首
相
・
加
藤
高
明

の
長
男
・
厚
太
郎
（
当
時
は
旧
制
一
高
生
）
が
た
ま
た
ま
フ
ラ
リ
と
樺
太
に
や
っ
て
き
た
際
、
一
夜
杯
を
交
わ
し
、
義

兄
弟
の
契
り
を
結
ぶ
ほ
ど
の
仲
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
三
年
後
の
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
、
重
春
の
申
請
し
た
船
川
電
気
の
創
業
が
、
時
の
秋
田
県
知
事
を
は

じ
め
政
治
上
の
反
対
派
に
よ
る
妨
害
で
挫
折
必
至
と
な
っ
た
と
き
、
厚
太
郎
の
口
き
き
で
父
高
明
（
当
時
外
相
）
に
接

近
し
、
そ
の
紹
介
と
人
脈
で
遂
に
事
態
を
逆
転
し
た
ば
か
り
か
、
最
後
に
は
資
金
の
援
助
ま
で
受
け
た
。
ま
さ
に
一
編

の
ド
ラ
マ
を
見
る
よ
う
な
痛
快
さ
で
あ
る
。

一
期
一
会
―
生
涯
で
た
っ
た
一
度
の
出
会
い
だ
か
ら
、
適
当
に
あ
し
ら
っ
て
別
れ
る
か
、
そ
れ
と
も
、
た
っ
た
一
度

の
出
会
い
だ
か
ら
こ
そ
、
ト
コ
ト
ン
付
き
合
っ
て
〝
生
涯
の
友
”
に
し
て
し
ま
う
か
。

重
春
は
船
川
電
気
創
業
の
件
で
「
人
生
の
奥
義
」
を
教
え
ら
れ
、
こ
の
体
験
を
処
世
の
基
幹
と
し
た
。
因
み
に
加
藤

厚
太
郎
と
は
終
生
、
刎
頚
の
友
と
し
て
深
く
交
わ
り
、
彼
が
死
（
昭
和
三
十
四
年
六
四
歳
）
を
迎
え
る
ま
で
何
か
と
支

援
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
重
春
だ
っ
た
か
ら
、
彼
は
い
つ
も
人
気
者
だ
っ
た
し
、
節
を
曲
げ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
次

に
列
挙
す
る
実
業
歴
や
政
治
歴
を
編
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ

の

華

麗

な

実

業

・

政

治

歴



〔
実
業
略
歴
〕

・
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
、
船
川
電
気
を
創
業
（
昭
和
十
八
年
、
戦
時
統
合
令
で
東
北
配
電
と
強
制
合
併
）
。

・
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
、
中
川
合
資
会
社
を
創
立
（
倉
庫
業
、
船
舶
業
、
回
漕
業
な
ど
）
。

・
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
―
七
尾
―
伏
木
―
新
潟
―
船
川
―
小
樽
に
定
期
航
路
開
設
（
昭

和
十
年
頃
ま
で
継
続
）
。

・
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
視
察
団
を
組
織
実
行
（
秋
田
県
初
の
海
外
経
済
視
察
団
）
。

・
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
、
中
川
汽
船
を
創
業
（
最
盛
時
に
は
持
ち
船
大
小
一
七
隻
。
太
平
洋
戦
争
中
、
大
半
を

撃
沈
さ
れ
る
）

・
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
、
中
川
運
輸
を
創
立
。

・
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
、
船
川
、
秋
田
両
港
の
港
湾
運
送
業
八
社
を
統
合
し
て
秋
田
港
湾
運
送
（
現
秋
田
海

陸
運
送
）
を
創
立
。

・
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
、
中
川
汽
船
を
事
実
上
店
じ
ま
い
。

〔
政
治
略
歴
〕

・
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
、
南
秋
田
郡
会
議
員
に
初
当
選
（
二
九
歳
）
。

・
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
、
南
秋
田
郡
か
ら
県
会
議
員
に
初
当
選
（
定
員
五
人
中
、
四
位
。
三
三
歳
。
昭
和
十

年
に
再
選
さ
れ
る
）
。

・
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
、
総
選
挙
に
秋
田
県
第
一
区
か
ら
立
候
補
、
定
員
四
人
中
三
位
で
初
当
選
、
四
五
歳
。



翌
十
二
年
（
一
九
三
七
）
シ
ン
ガ
リ
再
選
四
六
歳
。
昭
和
十
七
年
、
シ
ン
ガ
リ
三
選
、
五
一
歳
。
昭
和
二
十

一
年
、
連
続
四
選
、
五
五
歳
）

・
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
、
パ
リ
の
第
三
十
三
回
万
国
議
員
会
議
に
日
本
代
表
団
の
一
員
と
し
て
参
加
。

・
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
、
第
一
次
吉
田
茂
内
閣
で
逓
信
政
務
次
官
に
就
任
。

・
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
、
公
職
追
放
令
の
対
象
拡
大
で
衆
議
院
議
員
を
失
職
（
五
六
歳
）

・
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
、
公
職
追
放
解
除
（
五
九
歳
）
。

・
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
、
初
代
男
鹿
市
長
選
で
当
選
（
六
三
歳
）

・
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
、
脳
軟
化
症
で
倒
れ
、
男
鹿
市
長
選
の
再
出
馬
を
断
念
（
六
七
歳
）

・
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
、
十
一
月
五
日
夜
、
入
院
先
の
東
京
・
神
田
の
同
和
病
院
で
死
去
（
七
三
歳
）
。

圧
巻
だ
っ
た
〝
男
鹿
興
し
”

重
春
の
生
涯
を
貫
い
て
い
た
も
う
一
本
の
筋
金
は
「
古
里
の
発
展
」
で
あ
る
。
息
の
長
い
船
川
築
港
へ
の
尽
力
が
そ

う
だ
し
、
大
正
十
五
年
以
来
の
対
岸
貿
易
振
興
は
〝
男
鹿
興
し
”
の
圧
巻
だ
っ
た
。
早
大
在
学
中
、
社
会
勉
強
に
力
を

入
れ
過
ぎ
、
肝
心
の
学
業
は
疎
か
に
し
て
い
た
と
さ
れ
る
も
の
の
、
創
学
者
・
大
隈
重
信
の
三
訓
（
理
想
な
き
も
の
は

滅
ぶ
、
進
ま
ざ
れ
ば
退
く
、
あ
た
わ
ざ
る
に
あ
ら
ず
、
勇
な
き
な
り
）
は
バ
ッ
チ
リ
、
骨
身
に
染
み
込
ま
せ
て
い
た
に

違
い
な
い
。
た
だ
の
遊
学
生
で
な
か
っ
た
こ
と
の
、
何
よ
り
の
証
し
で
あ
る
。



重
春
は
全
盛
期
、
現
男
鹿
市
役
所
裏
の
高
台
（
船
川
港
町
泉
台
）
に
豪
壮
な
本
邸
を
、
そ
し
て
東
京
・
渋
谷
の
金
王

町
に
華
麗
な
別
邸
を
建
築
し
、
人
脈
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
一
大
拠
点
と
し
た
。

だ
が
、
本
邸
は
太
平
洋
戦
争
後
に
火
災
で
、
ま
た
金
王
町
の
別
邸
は
昭
和
二
十
年
四
月
、
米
軍
Ｂ
２
９
爆
撃
機
の
空

襲
で
共
に
灰
と
な
り
、
往
時
の
栄
耀
栄
華
を
偲
べ
る
も
の
は
皆
無
に
近
い
。
ま
さ
に
〝
兵
ど
も
が
夢
の
跡
”
で
あ
っ

て
、
そ
ぞ
ろ
人
生
の
無
常
観
に
誘
わ
れ
る
。

中
川
重
春
が
逝
っ
て
、
既
に
四
〇
年
。
今
、
形
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
男
鹿
市
役
所
前
庭
に
建
つ
胸
像
（
昭
和
三

十
五
年
六
月
十
二
日
建
立
）
ぐ
ら
い
。
彼
の
墓
（
政
徳
院
亀
鑑
法
重
日
春
大
居
士
）
も
近
年
、
遺
族
の
手
で
男
鹿
市
羽

立
の
中
川
家
墓
地
か
ら
秋
田
市
内
の
さ
る
寺
院
墓
地
に
移
さ
れ
た
。
や
は
り
「
天
下
は
一
人
を
以
っ
て
興
り
、
一
人
を

以
っ
て
亡
ぶ
」
と
い
う
こ
と
か
。

（
渡
部
誠
一
郎
記
）
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